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教育理念と目標 
 
教育理念    「花を育て動物をかわいがる人は、心の優しい人になります」 
 
目  的 
保育・介護に関わる使命感があり、愛情、情熱を持った、実践的指導力のある指導者の育成を行い、

もって地域社会に貢献する。 
 
目  標 
・入学した学生は、全員プロとして世の中に貢献できる人材に育ち、卒業する。 
 「いまがよし」の人材育成。（一生懸命、真面目、我慢強い、良く気づく、正直・親切） 
・就職希望者の就業率１００％の維持。 
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西暦 許認可年月 事項 許認可元
1952 昭和27年6月16日 道灌山幼稚園設置認可 荒川区長
1957 昭和32年5月16日 学校法人　道灌山学園 荒川区長
1960 昭和35年5月10日 高松幼稚園設立認可 練馬区長
1960 昭和35年7月1日 高松幼稚園開設
1965 昭和40年10月14日 道灌山学園教員養成所　設置認可 都知事

1966 昭和41年2月1日
幼稚園教員養成機関の指定
（指定期間４１．４．１～５年間）（１回）

文部大臣

1966 昭和41年4月1日 道灌山学園教員養成所開所 初代校長 髙橋系吾 就任
1970 昭和45年12月26日 保母を養成する施設として指定を受ける 厚生大臣
1971 昭和46年1月11日 幼稚園教員養成機関として指定（再） 文部大臣

1971 昭和46年4月1日

学校名「道灌山学園保育専門学校」と改称
・幼稚園教員、保母養成科　Ⅰ部、Ⅱ部
・幼稚園教員養成科　Ⅰ部、Ⅱ部
指定期間４６．４．１～５年間

1976 昭和51年4月1日
教員養成機関再指定（３回）
指定期間５１．４．１～５６．３．３１

文部大臣

1976 昭和51年7月31日 保育課程有する専修学校として認可 都知事
1981 昭和56年4月1日 教員養成機関再指定（４回） 文部大臣
1986 昭和61年4月1日 教員養成機関再指定（5回） 文部大臣
1980 昭和55年7月1日 自然学園　開設（幼児宿泊保育）
1990 平成2年3月29日 養成機関再指定(6回） 文部省
1993 平成5年3月25日 関東鉄道旅客運賃割引指定番号７－２２ 関東鉄道

1995 平成7年3月31日
平成16年文部省告示に基づき、平成7年1月23日以降の
卒業生に専門士の称号を授与。

文部省

1995 平成7年4月1日 区立第五瑞光小学校「五瑞学童クラブ」受託 荒川区長

1999 平成11年3月1日
学園目的変更認可。
名称変更「道灌山学園保育福祉専門学校」

荒川区長

1999 平成11年3月1日 介護福祉士養成施設として指定。 厚生大臣
1999 平成11年3月24日 教員養成機関再指定（無期限） 文部大臣
1999 平成11年4月1日 介護福祉士専攻科の増設
1999 平成11年12月17日 勤労学生控除に関する専修学校の課程の証明書の付与 文部大臣
1999 平成11年12月22日 東京都ホームヘルパー養成指定の交付 都知事
2000 平成12年3月29日 介護福祉専攻科養成課程変更承認書の交付 厚生大臣

2000 平成12年8月31日
教育訓練施設　講座指定等通知書の交付
・介護福祉士専攻科　・ホームヘルパー２級養成講座

労働大臣

2000 平成12年9月29日
教育訓練給付教育訓練講座指定通知書」の交付
・介護福祉士専攻科　・ホームヘルパー２級養成講座

社会保険庁長官

2001 平成13年1月1日 台東区立下谷第二こどもクラブ受託 台東区長
2001 平成13年10月19日 社会福祉法人道灌山心育会認可 都知事
2002 平成14年4月1日 [道灌山保育園」認可 都知事
2002 平成14年4月1日 第二南千住学童クラブ 受託 荒川区長
2002 平成14年4月1日 橋場こどもクラブ 受託 台東区長
2004 平成17年4月1日 二峡小学童クラブ 受託 荒川区長
2005 平成17年4月1日 東日暮里ふれあい館 受託 荒川区長
2008 平成20年4月1日 西日暮里ふれあい館 受託 荒川区長
2009 平成21年4月1日 第２代校長 髙橋系治 就任
2010 平成22年4月1日 六日小にこにこすくーる 受託 荒川区長
2011 平成23年4月1日 二峡小にこにこすくーる 受託 荒川区長
2011 平成23年10月6日 道灌山学園２号館着工
2013 平成25年1月28日 道灌山学園２号館竣工
2013 平成25年1月29日 道灌山学園１号館着工
2014 平成26年4月1日 赤土小にこにこすくーる　受託 荒川区長
2015 平成27年1月22日 道灌山学園１号館竣工
2015 平成27年4月1日 二瑞小にこにこすくーる　受託 荒川区長
2016 平成28年4月1日 幼稚園教員養成科第Ⅱ部保育士専攻コース　開設 都知事
2017 平成29年3月31日 橋場こどもクラブ 業務委託終了 台東区長
2019 平成31年4月1日 幼稚園教員養成科第Ⅱ部　募集停止 文部科学省
2021 令和3年3月31日 幼稚園教員養成科第Ⅱ部　廃止 文部科学省
2021 令和3年4月1日 幼稚園教員養成科第Ⅱ部保育士専攻コース　募集停止 都知事
2022 令和4年3月31日 幼稚園教員養成科第Ⅱ部保育士専攻コース　廃止 都知事
2023 令和5年3月31日 第二南千住学童クラブ 業務委託終了 荒川区長
2024 令和6年4月1日 四峡小学童クラブ　にこにこすくーる 業務委託 荒川区長

道灌山学園の主な沿革

６



・２，３月実習期間（２週間）

・秋季実習期間（２週間）

・運動会

・特別講義①

・後期期末試験

・授業再開

・実習講義Ⅲ

※1　卒業学年が該当。

※   詳細日程は前･後期行事予定表を確認すること。

・卒業式・謝恩会

・特別講義②

・合唱交歓会

３月

・保育技術研究発表会

・夏季幼児教育研究会

・夏季実習期間（２週間）

・夏季実習期間（２週間）

・福祉体験講座

・前期期末試験

・授業再開

・求人情報掲示※1

・後期授業開始

・始業式

・就職説明会※1

１１月

１２月

１月

２月

年間行事

９月

７月

８月

６月

１０月

幼稚園教員・保育士養成科

４月

５月

・実習講義Ⅱ

・実習講義Ⅰ

・春季実習期間（２週間）

・就職模試※1

・就職希望調査提出※1

・入学式

・新入生オリエンテーション

・始業式

・前期授業開始

・新入生歓迎会

７
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道灌山学園保育福祉専門学校 学則（抜粋） 

 
第１章 総則 
（目的） 
第 1 条 本校は、教育基本法及び学校教育法、児童福祉法に従い幼児教育・乳幼児保育の

正しい理論と高い技術を授け、愛情と情熱をもって幼児教育・乳幼児保育に貢

献することのできる有為な幼稚園教諭及び保育士を養成し、並びに社会福祉士

法及び介護福祉士法に従い、高齢化社会において豊かな知識・技能を身に付け

て豊かな人間味を備えた介護福祉士を養成することを目的とする。 
 
第３章 履修方法・課程修了認定及び卒業 
（履修方法） 
第 8 条 (1) 本校の課程を修了するためには、幼稚園教員・保育士養成科第Ⅰ部は２年以

上、第Ⅱ部は３年以上、また、介護福祉士専攻科は１年以上在学し、所定

の単位を履修しなければならない。 
第８条 (2) 幼稚園教諭２種免許状を得ようとする者は、教育職員免許法及び同法施行規

則に定める単位を修得しなければならない。 
    (3) 保育士の資格を得ようとする者は、児童福祉法施行規則第六条の二第一項第

三号の規定により、厚生労働大臣の定める修業科目及び単位を修得しなけれ

ばならない。 
    (4) 介護福祉士の資格を得ようとする者は、社会福祉士介護福祉士養成施設指定

規則別表第四・社会福祉士介護福祉士学校指定規則別表第四に規定する教科

目を修得しなければならない。 
    (5) 本校において開設する授業科目に対し、本校学生以外の者から特定の科目に

ついて履修申請があった場合には、本校の教育に支障のない限り、選考の上、

科目等履修生として当該科目の履修を許可することができる。 
（単位の計算方法） 
第 9 条 前条に規定する履修科目に対する１単位の履修時間は、次の基準により算定する

ものとする。 
    (1) 講義については、15 時間をもって１単位とする。※授業時間 1 コマ(90 分)は 2 時間分に相当する 

    (2) 演習については、15～30 時間をもって１単位とする。 
    (3) 体育実技等の授業については、30 時間の実技をもって１単位とする。 
    (4) 保育専門課程の修了には、総時間 1700 時間以上履修しなければならない。 
    (5) 本校以外の高等教育機関で取得した科目の単位については、シラバスの相違

などから、基本的に本校の科目履修単位としては認めないが、他高等教育機

関の指定幼稚園教員養成課程もしくは指定保育士養成課程で取得した科目の

単位については、シラバスを確認の上認定する。 
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（単位の授与） 
第 10 条 (1) 単位取得の認定は、当該科目の単位として定めた授業時数の５分の４以上出

席し、かつ試験の成績、レポートの提出、課題の発表及び平素の学習状況を

総合評価して単位を与える。 
第 10 条 (2) 評価は、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄをもって表し、Ａ・Ｂ・Ｃを合格とする。（Ａは 80

点以上、Ｂは 79～70 点、Ｃは 69～60 点、Ｄは 59 点以下とする。） 
（卒業・進級の要件） 
第 11 条 (1) 第８条第２，３項に規定する課程を修了したと認める者に対しては、卒業証 

書を授与する。 
第８条第４項に規定する課程を修了したと認める者に対しては、修了証書を 
授与する。 

第 11 条 (2) 幼稚園教員・保育士養成科を卒業した者は、幼稚園教諭２種免許状及び保育

士登録資格・保育士証を取得することができる。 
第 11 条 (3) 介護福祉士専攻科を修了した者は、介護福祉士の国家試験受験資格を取得す

ることができる。 
第 11 条 (4) 第(1)項により、幼稚園教員・保育士養成科を卒業した者に、専門士（教育・

社会福祉専門課程）の称号を授与する。 
第 11 条 (5) 進級は、各学年に必要な科目履修を終え単位を修得した者が進級できる。た

だし、5 教科目以上の再履修科目が生じた場合は留年（原級留め置き）となる。 
また、卒業学年生は、１教科目でも再履修となった場合は留年となる。 

 
第５章 入学・休学・復学・退学・除籍・転科及び編入学 
（入学の方法） 
第 17 条 本校の入学は選考による。 
（入学の時期） 
第 18 条 入学の時期は、学年の始めとする。入学に関する手続きは、校長が定める。 
（休学） 
第 19 条 病気その他やむを得ない事情により、３か月以上就学することができない者は、

第 19 条 １年以内に限り休学することができる。ただし、その理由を具して願い出なけれ 
ばならない。また、休学期間は、通学期間と合算し通算して第 5 条に定められた 
在学年限の年数を超えることができない。 

    休学期間が過ぎても復学届を出さない場合は、長期無断欠席の扱いとなる。 
（復学） 
第 20 条 休学の理由が解消された場合は、復学届を提出しなければならない。 

一旦退学した者が編入学を申し出た場合は、第 22 条の条件に合う場合は、該当

学年に編入することができる。第 22 条の条件に合わない場合は、新規入学の扱

いとなる。 
（退学及び除籍） 
第 21 条 退学しようとする者は、その理由を具して願い出なければならない。また、第 5 

条で示した在学年限を超えた者及び第 27 条で示した者は、除籍とする。 
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（転科及び編入学） 
第 22 条 やむを得ない事情によって、他の高等教育機関への編入学を申し出た場合は、本

校退学の後これを許可する。また、他の高等教育機関からの編入学については、

幼稚園教員及び保育士の指定養成機関の教育課程を有する学部・学科・コース等

で、なおかつ本校編入学年以前の教育課程の各教科の単位修得者のみを編入学対

象者とする。 
第 21 条 本校の学科間の転科については、やむを得ない事情による場合については、これ

第 21 条 を許可する。 
第 21 条 介護福祉士専攻科については、編入学、転科は認められない。 
（入学・休学・復学・退学・除籍・転科及び編入学等の手続き） 
第 23 条 入学・休学・復学・退学・除籍・転科及び編入学は、教員会の議を経て校長がこ

れを定める。 
    学生が長期無断欠席（連続して 30 日以上）の者に対しては休学もしくは退学の届

を出させる指導をするとともに、長期無断欠席 50 日を超える場合は除籍とする。 
 
第６章 学費 
（学費） 
第 24 条 本学に在学する者は、次の学費を納入するものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（授業料の返還） 

 
幼稚園教員・ 

保育士養成科 

（第Ⅰ部） 

幼稚園教員・ 

保育士養成科 

（第Ⅱ部） 

介護福祉士 

専攻科 

入学選考料 20,000 円 20,000 円 20,000 円 

入学金＊1 220,000 円 180,000 円 100,000 円 

施設費 240,000 円 180,000 円  

 

授業料＊2 
(年間) 

 

一年次 600,000 円 440,000 円 580,000 円 

二年次 600,000 円 440,000 円  

三年次  440,000 円  

諸費用＊3 
(教科書代

実習費等を

含む) 

一年次 150,000 円 120,000 円 135,000 円 

二年次 20,000 円 20,000 円  

三年次  10,000 円  

合計 1,850,000 円 1,850,000 円 835,000 円 
 
＊1 本校、幼稚園教員・保育士養成科を卒業し、介護福祉士専攻科に進学する場合は入学金

を免除する。 
＊2 休学者及び単位未履修による留年者は、別途授業料減免願いにより授業料の減免を行

う。 
＊3 教科書及び教材費等の変動により、若干の変更が生じる場合がある。 
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第 25 条 一旦納めた入学選考料・入学金・施設費・授業料等は、原則として返還しない。 
（休学期間中の授業料） 
第 26 条 休学中の授業料は、徴収する。ただし、授業料の免除を願い出た場合については 

徴収しない。 
（授業料未納の処置） 
第 27 条 無断で納付を怠っている者は、除籍することができる。 
    退学・除籍により学籍を解かれた者は、その事象の発生日を含む前期又は後期ま

での授業料を払わなければならない。 
（期末試験受験の資格） 
第 28 条 授業料を納入しない者は、納付した上でなければ試験を受けることはできない。 
 
 
第７章 賞罰 
（表彰） 
第 29 条 学生が学業操行ともに優れ、他の模範となるときは、教員会の議を経て、校長は

第 29 条 これを表彰することができる。 
（懲戒） 
第 30 条 学生が、この学則その他本校の定める諸規則を守らず、その本分にもとる行為の

第 30 条 あった時は、教員会の議を経て校長が懲戒処分を行う。 
第 30 条 懲戒は、訓告・停学及び処分退学とする。処分退学は、次の各号の一つに該当す 

る学生に対してのみ行うものとする。 
(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 
(2) 学力が劣等で卒業の見込みがない者 
(3) 正当な理由がなく出席が常でない者 
(4) 学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 
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学 生 心 得 

 

１ 授業の受け方 

①チャイムがなる前に席につき、教科書・ノート（必ず記名する）をそろえてすぐ授業を受けられる態勢を整える。 

②授業の始まりは「お願いします」、終わりは「ありがとうございました」と挨拶する。礼も心を込めて正しく丁寧に行う。 

③積極的な態勢で望み、私語・ほおづえ・いねむり・スマートフォン等は絶対に慎む。学習評価は学習成績と学習態度の両面から 

行い、学習態度の悪い者は保育者として適格ではない。 

④ノートは普段からていねいに、正確にまとめるよう努力する。尚、プリントは原則A版で配布する。 

⑤教室内での飲食は休憩時間内とする。ＨＲ、授業中の飲食はしない。また、机の上に飲食物を置いたり、ガムをかんだりしな 

がらの受講は、先生に失礼にあたる。 

 

２ あいさつ・言葉遣い 

 ①学園内では先生・幼稚園の先生・幼児・父母・友人・来訪者、誰とでも挨拶をかわすようにする。 

 ②年長者・友人・幼児への言葉使いは、それぞれに気をくばる。 

 ③幼児には特に正しい発音でゆっくり正確に話す。 

 ④正式な発表時の言葉使いも身につけるようにする。 

 ⑤言葉遣いは実習時や就職試験ですぐに正せないので、ふだんから良い言葉遣いを心がける。 

 

３ 遅刻・早退・欠席 

①就職試験の時、第一に問題になるのが欠席の多い人である。やむを得ない事情をのぞいて、遅刻・早退・欠席はしない。 

②遅刻をした場合、登校時に必ず１階職員室に入り、所定の用紙に月日・時間（正確に）・遅刻理由・氏名等を記入し、１階職員

室にいる教員・職員に渡した後 教室に行く。必ず登校時に行う。ホームルームの出欠は次限目に含まれる。 

③早退をする場合、担任・副担任等の先生に申し出て了解を得たら、１階職員室で所定の用紙に記入提出の上、下校する。 

④欠席する場合、事前にわかっている場合は、本人が直接届けを出す。当日欠席する時には、本人が学校に電話で連絡し、翌日欠

席届を提出する。（巻末参照） 

⑤やむを得ない理由で遅刻してきて教室に入る時は、扉から一礼して入る。 

⑥遅刻・早退が３０分を越える場合、その科目は欠時（欠席）とする。また、数分の遅刻・早退でも３回で欠時１回となる。 

⑦忌引きの範囲は以下の通りである。尚、亡くなった日を１日目と数える。 

配偶者 １０日 

父母、子ども ７日 

継父母 ３日 

祖父祖母、父母の配偶者または配偶者の父母 ３日（７日） 

兄弟姉妹 ３日 

子の配偶者または配偶者の子 ３日（７日） 

おいまたはめい １日 

祖父母の配偶者または配偶者の祖父母 

兄弟姉妹の配偶者または配偶者の兄弟姉妹 
１日（３日） 

孫 ２日 

おじまたはおば １日（７日） 

おじまたはおばの配偶者 １日 

※（ ）内は学生本人が生計を一緒にしていた場合、または代襲相続しかつ祭具などの継続を受ける場合 
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５ ピアノ練習 

①ピアノの使用は、教室・練習室（鍵の掛かっている教室のピアノは除く）のどこを使用してもよいが、使用後は清掃し整理整頓

を心がける。（練習をしながらの飲食は禁止。） 

②近隣の方の迷惑にならないように、窓を閉めて必要最小限の音で練習する。また、日曜・祭日のピアノ練習は行わない。 

③個室・練習室での飲食はしない。練習時の室内灯・エアコンは最小限度の点灯・運転とする。 

④ピアノは速成できません。日頃から計画的に練習をする。１日１０分でもピアノを弾くこと。 

⑤キーボードは必ず自分のイヤホンを使う。 

⑥終了後、エアコン・電灯を消すこと。 

 

６ レポートの出し方 

①必ず表紙をつけ、ホチキスでとじる。 

②表紙には、レポートの題・学年・部・科・番号・氏名を記入する。 

③レポート用紙での提出を指示されたら、指定されたA４版横書きとし、上を綴じる。（イラスト入りや色つきのものは使用しない。） 

④原則としてボールペンもしくは黒ペンを用いて記入する。 

⑤提出期日は必ず守る。 

 

７ 単位取得 

①単位取得の決定は、各科目の定められた授業時数の５分の４以上出席、かつ試験の成績や平素の学習状況を総合評価し決定する。 

②半期間において１科目の欠時数が授業時数(15回)の５分の１を超えた場合、その科目は次年度以降再履修しなければならない。 

③再履修科目が５教科(P10学則第11条(6))となった場合には留年となり、卒業学年は１教科でも再履修となった場合は留年となる。 

④学費、授業料が未納の場合は単位認定されず、進級・卒業はできない。 

 

８ 服装等 

①服装や髪型は、華美に流れず、保育者や介護者として相応しいものとする。 

②長髪は体育・実習活動の妨げとならぬよう、また、爪は保育・介護の安全やピアノ授業の妨げとならぬように処置する。 

③茶髪、華美な化粧、装飾品（ピアス・指輪・ネックレスなど）をつけた学生は、実習依頼申請及び実習を行えない。 

 

９ その他 

①研究発表の準備やリズム体操の発表などで教室・ホールを使用する時も、ピアノ練習と同様とする。終わったら必ず清掃し、エ

アコンを切り、消灯すること。 

②上履きには名前を書き、上履きと外履きの区別を明確にする。１・２号館と教育センターへの移動の際は必ず履きかえる。 

③教室、靴箱などに教科書やその他の私物を置かない。 

④公的なものを使用したり、借りる時は、学校の許可を得てから使用し、無断で校外へ持ち出さない。 

⑤通学は公共交通機関を使用し、自転車、バイクでの登校は原則として禁止する。 

⑥原則として、土曜、日曜、祝日、長期休業中の学校の使用は出来ない。 

（特別授業開講時、保育技術研究発表会指定練習日などは登校時、受付のノートに記名する） 

⑦学校の電源で携帯端末（スマートフォン等）を充電しない。 

⑧登校時に１号館１階の学生掲示板に目を通し、学校からの連絡を素早く確認すること。 

⑨宗教、思想は自由であるが、学内で他人を勧誘してはならない。 

※いずれも望まれる保育者や介護者になるためのものと考えて実行する。 

※本学園では学生が日常生活で、気付いて行うことを本旨としている。これを行うならば規則も心得も不用となる。 

※他人からの注意やアドバイスは素直に聞き入れる。 
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保  健 
 
 

１．保健室の利用について 

（１）無断で保健室を利用しない。 

（２）ベッド及び薬品の使用に関しては担任の指示に従う。 

        （内服薬はできるだけ使用しない。） 

（３）原則としてベッド休養は１時間以内とする。 

  （４）授業にかかる利用においては保健室連絡票を提示する。 

  （５）保健室では飲食しない。 

  （６）担任が不在の場合は、他の職員に申し出る。 

（７）利用する場合は「保健室利用ノート」（保健室にある）に記入する。 

 

 

２．学生傷害保険・実習賠償責任保険について 

  学校管理下において傷害を受けた時、治療に関する報告を速やかに行い、認可される

と治療費等の一部が支給される。詳細は担任まで申し出ること。 

 

 

３．学校において予防すべき伝染病について 

  学校において予防を図らなければならない伝染病（次ページ）は、法律により定めら

れていて、これについては出席停止の措置がとられる。医師の判断を受けたら早急に

学校の担任宛に連絡すること。 
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学校感染症とその出席停止期間 
学校保健安全法施行規則により、下記の感染症にかかった場合は、出席停止の扱いになります。（出

席停止の場合は、欠席扱いになりません） 

 

 感染症の種類 出席停止の期間の基準 

第 

１ 

種 

・ エボラ出血熱 

・ クリミア・コンゴ出血熱 

・ 痘そう 

・ 南米出血熱 

・ ペスト 

・ マールブルグ病 

・ ラッサ熱 

・ 急性灰白髄炎（ポリオ） 

・ ジフテリア 

・ 重症急性呼吸器症候群 

（ＳＡＲＳコロナウイルスに限る） 

・ 鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１） 

・新型コロナウィルス感染症 

・ 治癒するまで 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

 

・ 〃 

・ 〃 

第 

２ 

種 

・ インフルエンザ 

（鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）を除く） 

・ 百日咳 

 

・ 麻しん（はしか） 

・ 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 

 

 

・ 風しん（三日はしか） 

・ 水痘（水ぼうそう） 

・ 咽頭結膜熱（プール熱） 

・ 結核、髄膜炎菌性髄膜炎 

・ 発症後5 日を経過し、かつ解熱した後２日（幼児

は３日）を経過するまで 

・ 特有の咳が消失するまで又は5 日間の適正な抗菌

性物質製剤による治療が終了するまで 

・ 解熱した後３日を経過するまで 

・ 耳下腺、愕下線又は舌下線の腫脹が発現した後５

日を経過し、かつ全身状態が良好になるまで 

 

・ 発疹が消失するまで 

・ すべての発疹が痂皮化するまで 

・ 主要症状が消退した後２日を経過するまで 

・ 症状により学校医その他の医師において感染のお

それがないと認めるまで 

【注意】 

ただし、結核、髄膜炎菌性髄膜炎を除く第２種の感染

症については、病状により医師において感染のおそれ

がないと認めたときは、この限りではありません。 

第 

３ 

種 

・ コレラ 

 

・ 細菌性赤痢 

・ 腸管出血性大腸菌感染症 

・ 腸チフス 

・ パラチフス 

・ 流行性角結膜炎 

・ 急性出血性結膜炎 

・ その他の感染症 

 （感染性胃腸炎・溶連菌感染症等） 

・ 症状により学校医その他の医師において感染のお

それがないと認めるまで 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

・ 〃 

＊感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第６条第７項から第９項までに規定

する「新型インフルエンザ等感染症」、「指定感染症」及び「新感染症」は第１種の感染症とみな

します。 

 
 
 
 



必修 選択 1年 2年 必修 選択 1年 2年

幼児と健康 2 講義 ○ 教育実習 2 実習 ○

幼児と人間関係 2 講義 ○ 学校体験活動 2 実習 ○

幼児と環境 2 講義 ○
教職実践演習(幼)
保育実践演習(保)

2 演習 ○

幼児と言葉 2 講義 ○ 子ども家庭福祉 2 講義 ○

幼児と表現Ⅰ(音楽) 2 講義 ○ 保育原理 2 講義 ○

幼児と表現Ⅱ(絵画･造形) 2 講義 ○ 子どもの保健 2 講義 ○

保育内容指導法総論 2 演習 ○ 子どもの健康と安全 1 演習 ○

健康領域指導法 1 演習 ○ 保育内容の理解と方法Ⅱ
※児童文化・保育技術研究・卒業研究を含む

2 演習 ○

人間関係領域指導法 1 演習 ○ 保育内容の理解と方法Ⅱ
※児童文化・保育技術研究・卒業研究を含む

2 演習

環境領域指導法 1 演習 ○
保育内容の理解と方法Ⅲ

(音楽)※発表会・歌検を含む
4 演習 ○ ○

言葉領域指導法 1 演習 ○ 社会福祉 2 講義 ○

表現領域指導法Ⅰ （音楽） 2 演習 ○ 社会的養護Ⅰ 2 講義 ○

表現領域指導法Ⅱ（絵画・造形）
※略画、折紙を含む 2 演習 ○ 子どもの食と栄養 2 演習 ○

教育原理 2 講義 ○ 子ども家庭支援論 2 講義 ○

幼児教育史 2 講義 ○ 社会的養護Ⅱ 1 演習 ○

教職概論(幼)
保育者論(保)

2 講義 ○ 乳児保育Ⅰ 2 講義 ○

教育社会学(幼)
教育と福祉(保)

2 講義 ○ 乳児保育Ⅱ 1 演習 ○

教育心理学 2 講義 ○ 保育実習Ⅰ 4 実習 ○ ○

発達心理学Ⅰ(幼)
保育の心理学(保)

2 講義 ○
保育実習Ⅱ

2 実習 ○

発達心理学Ⅲ(幼)
子どもの理解と援助(保)

1 演習 ○
保育実習Ⅲ

※Ⅱ・Ⅲのいずれか１教科２単位を履修 2 実習 ○

子ども家庭支援の心理学 2 講義 ○
保育実習指導Ⅱ

1 演習 ○

特別支援教育概論(幼)
障害児保育(保)

2 演習 ○
保育実習指導Ⅲ

※Ⅱ・Ⅲのいずれか１教科１単位を履修 1 演習 ○

教育課程総論(幼)
保育の計画と評価(保)

2 講義 ○ 日本国憲法 2 講義 ○

教育方法・技術論(幼)
保育内容の理解と方法Ⅰ(保)

※保育技術論及び保育研究を含む
2 演習 ○ 情報機器の演習 2 演習 ○

保育内容の理解と方法Ⅰ
※保育技術論及び保育研究を含む

2 演習 英語コミュニケーション 2 演習 ○

子育て支援 1 演習 ○ 1 講義 ○

幼児理解の理論･方法と教育相談 2 演習 ○ 1 演習 ○

教育・保育実習指導Ⅰ 2 演習 ○

設置科目単位数 87 14 計

卒業所要単位数 87 7 計

101
94

幼稚園教員・保育士養成科第Ⅰ部　カリキュラム

✡各科目の講義内容は別途、シラバスを熟読すること。

受講学年教育課程
開設科目

体育

単位数
授業
形態

教育課程
開設科目

受講学年単位数
授業
形態
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必修 選択 1年 2年 3年 必修 選択 1年 2年 3年

幼児と健康 2 講義 ○ 教育・保育実習指導Ⅰ 2 演習 ○

幼児と人間関係 2 講義 ○ 教育実習 4 実習 ○

幼児と環境 2 講義 ○
教職実践演習(幼)
保育実践演習(保)

2 演習 ○

幼児と言葉 2 講義 ○ 子ども家庭福祉 2 講義 ○

幼児と表現Ⅰ(音楽) 2 講義 ○ 保育原理 2 講義 ○

幼児と表現Ⅱ(絵画･造形) 2 講義 ○ 子どもの保健 2 講義 ○

保育内容指導法総論 2 演習 ○ 子どもの健康と安全 1 演習 ○

健康領域指導法 1 演習 ○ 保育内容の理解と方法Ⅱ
※児童文化・保育技術研究・卒業研究を含む

2 演習 ○

人間関係領域指導法 1 演習 ○ 保育内容の理解と方法Ⅱ
※児童文化・保育技術研究・卒業研究を含む

2 演習

環境領域指導法 1 演習 ○
保育内容の理解と方法Ⅲ

(音楽)※発表会・歌検を含む
4 演習 ○ ○

言葉領域指導法 1 演習 ○ 社会福祉 2 講義 ○

表現領域指導法Ⅰ （音楽） 2 演習 ○ 社会的養護Ⅰ 2 講義 ○

表現領域指導法Ⅱ（絵画・造形）
※略画、折紙を含む

2 演習 ○ 子どもの食と栄養 2 演習 ○

教育原理 2 講義 ○ 子ども家庭支援論 2 講義 ○

幼児教育史 2 講義 ○ 社会的養護Ⅱ 1 演習 ○

教職概論(幼)
保育者論(保)

2 講義 ○ 乳児保育Ⅰ 2 講義 ○

教育社会学(幼)
教育と福祉(保)

2 講義 ○ 乳児保育Ⅱ 1 演習 ○

教育心理学 2 講義 ○ 保育実習Ⅰ 4 実習 ○ ○

発達心理学Ⅰ(幼)
保育の心理学(保)

2 講義 ○
保育実習Ⅱ

2 実習 ○

発達心理学Ⅲ(幼)
子どもの理解と援助(保)

1 演習 ○
保育実習Ⅲ

※Ⅱ・Ⅲのいずれか１教科２単位を履修 2 実習 ○

子ども家庭支援の心理学 2 講義 ○
保育実習指導Ⅱ

1 演習 ○

特別支援教育概論(幼)
障害児保育(保)

2 演習 ○
保育実習指導Ⅲ

※Ⅱ・Ⅲのいずれか１教科１単位を履修 1 演習 ○

教育課程総論(幼)
保育の計画と評価(保)

2 講義 ○ 日本国憲法 2 講義 ○

教育方法・技術論(幼)
保育内容の理解と方法Ⅰ(保)

※保育技術論及び保育研究を含む
2 演習 ○ 情報機器の演習 2 演習 ○

保育内容の理解と方法Ⅰ
※保育技術論及び保育研究を含む

2 演習 英語コミュニケーション 2 演習 ○

子育て支援 1 演習 ○ 1 講義 ○

幼児理解の理論･方法と教育相談 2 演習 ○ 1 演習 ○

設置科目単位数 87 14 計

卒業所要単位数 87 7 計

幼稚園教員・保育士養成科第Ⅱ部　カリキュラム

✡各科目の講義内容は別途、シラバスを熟読すること。

教育課程
開設科目

受講学年 受講学年授業
形態

体育

101
94

単位数 授業
形態

教育課程
開設科目

単位数
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１８ 

    諸願・諸届及び手続きについて 

 学校が掲示をして、定めた期間内に手続きするものと、学生自身が必要上その都度手続き

するものとがある。必要な手続きをとらなかった為に、学生自身にとって不都合が発生した

り、学生生活に支障をきたしたりすることがあるので、本冊子や学生掲示板をよく見て、必

要な手続きは遅滞なく行うようにすること。 
・事務窓口の受付業務は午前９時から午後８時３０分までである。 
・証明書等の発行申込み受付は、毎日行なうものと指定期日のあるものがあるので注意す

ること。申請当日には発行しないので、余裕を持って申請する。 
１ 諸願・諸届事項（別表参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 諸証明書交付 
・在学証明書・学業成績証明書・卒業（見込）証明書・単位取得（見込）証明書・推薦書

（就職用）、その他証明書の発行交付を受けようとするときは、所定の様式により、事

務窓口へ願い出ること（発行手数料１通につき１００円徴収）。 
・通学定期券（JR・私鉄）購入のための通学証明書は、入学時の説明に基づき、現在居住

地の最寄り駅から学校までの区間について交付する。 
・学割証は、学生が帰省、学習活動等の為に旅客鉄道株式会社（JR 各社）の区間片道 100km
をこえて旅行する場合に、交付を受けることが出来る。交付数は原則として 1 人 1 年間

4 枚（地方出身者は 8 枚）とし、有効期限は発効日より 3 ヶ月とする。 
３ 住所などの異動 

戸籍（本籍・改姓名）あるいは住所・勤務先等に異動を生じた場合には、所定の変更届

により、すみやかに教務まで届出なければならない。 

（１）欠席・遅刻・早退をしたときには、その都度速やかに届を提出する。 
（２）理由があり、欠席等が事前にわかっている場合には、前もって担任に申し出て 

提出し許可を得る。 
（３）再試験はやむを得ず試験を欠席した者が再試験願を提出し、事情が認められた者だけ

が指定された日時に再試験を受けることができる。 
（４）追試験は試験で不合点であったものが、追試験願と共に受験票、 

試験料を添えて職員へ申請し、受験票に確認の印を受け指定された日時に受験する。 
（５）書式は記入例の通りとし、A４版で捺印する。 
（６）届は遅れないように必ず提出する。 

届について 



諸願・諸届名 諸願・諸届の要領 様式

欠席届
病気または負傷その他やむを得ない事情により欠席したときは翌
日届けを出すこと。学校保健法にかかる病気の場合は医師の診断
書を添付のこと。

1

休学願
病気その他の理由により１ヵ月以上修学することができない者
は、保証人連署の上、学級担任を通して校長に申し出なければな
らない。但し、病気である場合は医師の診断書を添付すること。

2

復学願
休学の理由がなくなったときは、復学しようとする各学期始めの
１ヶ月前に保証人連署の上願い出、校長の許可を受けて復学する
ことができる。

3

退学願
やむを得ない事由によって学業が続けられない場合は、保証人連
署の上、校長に願い出なければならない。

4

遅刻・早退届

遅刻(ＨＲを含め)する時には1階事務室に指定の届出用紙に記入し
その場で事務職員の確認を受け、ファイルに綴じる。早退する場
合は、担任に申し出て、同じく用紙に記入し、事務職員の確認を
受け、ファイルに綴じる。

5

追･再試験、
単位認定試験

受験票

追･再試験、単位認定試験※を受験する際の受験票を作成する。
※保育内容の理解と方法Ⅲ(音楽)の場合。

6

追･再試験願
(単位認定試験願)

追･再試験料(2.000円、｢保育内容の理解と方法Ⅲ｣のみ3.000円)を
添えて受験票(様式6)と共に申し出て、確認を受けること。

7

再履修受講願
再履修科目が発生した場合、遅滞なく受講料(1教科につき講義科
目20.000円、演習科目30.000円)と共に提出し、再履修の手続きを
行う。

8

再履修修了届
再履修科目の履修が完了し、修了試験に合格した場合、毎回の出
席確認のある出席票を添付し提出する。

9

証明書類申請用紙
交付を受けようとする者は様式に記入の上申し出ること。証明書
類発行には1週間程度要するので注意すること。

10

学生旅客運賃割引証
交付を受けようとする者は様式に記入の上申し出ること。（長期
休暇前には、担任からの注意に従うこと。）

11

変更届
一身上の事項に異動があった場合は、理由を明記し変更届を速や
かに提出すること。（住所変更、転籍保証人変更、勤務圏変更
等）

12

通学証明書
「交通機関を利用して通学する学生」であることを、学校側が証
明する文書。「定期券」を購入する際には「通学証明書」を提出
する。

13

授業料減免願
休学及び単位未履修による留年者は、「授業料減免願」を提出す
ることにより、授業料の減額を行う。（この場合の授業料は1教科
につき講義科目20.000円、演習科目30.000円）

14

授業料免除願
休学期間中の授業料免除を願い出る場合は、「授業料免除願」を
提出すること。

15

授業料延納願
学業を継続する意思があり、やむを得ない事情等で納入期限まで
に学費等を納入できない場合は、各期の納入期限までに「授業料
延納願」を担任に提出すること。

-

※諸願・諸届の種類

１９



20

様式③

様式①

様式④

以下、A４用紙を使用、各自用意
様式集

様式②

幼
稚
園
教
員･

保
育
士
養
成

幼
稚
園
教
員･

保
育
士
養
成

幼
稚
園
教
員･

保
育
士
養
成

幼
稚
園
教
員･

保
育
士
養
成

※様式⑮を併せて提出すること



事務室にあり

受付前のボックスにあり

様式⑤

様式⑥
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様式⑧ 様式⑨

以下、再履修説明会時に配布

A４用紙を使用、各自用意

様式⑦

22

幼
稚
園
教
員･

保
育
士
養
成

※卒業学年で単位未履修で留年となり、
再履修する者は様式⑭を併せて提出すること



様式⑩

様式⑫

以下、受付前のボックスにあり

見本

様式⑬

23

様式⑪



A４用紙を使用、各自用意

24

様式⑭ 様式⑮



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学校法人 道灌山学園 

道灌山学園保育福祉専門学校 
〒116-0013 
東京都荒川区西日暮里４－７－１５ 

TEL 03－3828－8478 

FAX 03－3827－9292 

 

そ
の
一
言 

 

そ
の
一
言
で 
励
ま
さ
れ 

そ
の
一
言
で 
夢
を
持
ち 

そ
の
一
言
で 

腹
が
立
ち 

そ
の
一
言
で 

が
っ
か
り
し 

そ
の
一
言
で 

泣
か
さ
れ
る 

 

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
一
言
が 

不
思
議
に
大
き
な
力
持
つ 

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
一
言
で 

 

作
詞 

髙
橋 

系
吾 


	①表紙 目次
	②建学の精神 教育理念と目標 学園歌・幼な子
	③学園の沿革概要 年間行事
	④学則抜粋 心得 保健
	⑤Ⅰー１カリキュラム
	⑥Ⅱー２カリキュラム
	⑦諸願・諸届及び手続きについて
	⑧諸願、諸届の概要
	⑨諸願、諸届の様式
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

	⑩連絡先

